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経
済
政
策
研
究
所
（E

conom
ic 

P
olicy Institute

）
は
、
月
給
労
働

者
（S

alaried

）
と
時
間
給
労
働
者

(H
ourly)

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
残

業
時
間
と
仕
事
と
生
活
の
両
立
を
年

収
階
層
別
に
比
較
し
た
調
査
報
告
を

九
月
三
〇
日
に
発
表
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
二
〇
〇
四
年
に
改

正
し
た
公
正
労
働
基
準
法
（
Ｆ
Ｌ
Ｓ

Ａ
）
第
一
三
条
に
よ
り
、
管
理
職
や

専
門
的
職
務
な
ど
の
要
件
や
一
定
の

週
給
以
上
の
労
働
者
が
残
業
手
当
の

対
象
で
は
な
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
報
告
は
、
二
〇
一
四
年
の

六
月
に
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
Ｆ

Ｌ
Ｓ
Ａ
の
改
正
案
と
も
連
携
し
て
い

る
。
改
正
案
は
残
業
手
当
の
対
象
と

な
る
週
給
上
限
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
柱
で
、
残
業
手
当
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
た
労
働
者
の
所
得
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

　

週
給
上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
、

年
収
が
五
万
ド
ル
程
度
に
な
れ
ば
、

現
在
は
一
割
程
度
に
留
ま
る
月
給
労

働
者
の
う
ち
の
半
数
以
上
が
残
業
手

当
の
対
象
と
な
る
と
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
始
業
時
間
と
終
業
時
間
の
変

更
、
休
暇
の
と
り
や
す
さ
な
ど
が
年

収
階
層
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
差
が
な

い
こ
と
、
柔
軟
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
時
間
給
労
働
者
と
く
ら
べ
て
、
実

際
は
月
給
労
働
者
の
方
が
働
く
側
に

と
っ
て
柔
軟
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
賃
金
支
払
い
の 

仕
組
み

　

経
済
政
策
研
究
所
の
報
告
を
紹
介

す
る
前
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
第
一
三
条
（
ａ
）（
一
）

で
は
残
業
手
当
の
対
象
だ
け
で
な
く
、

最
低
賃
金
か
ら
も
除
外
さ
れ
る
労
働

者
を
規
定
し
て
い
る
。

　

残
業
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
の

は
、
基
本
的
に
は
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

労
働
者
お
よ
び
週
給
四
五
五
ド
ル
未

満
の
労
働
者
で
あ
る
。
残
業
手
当
は
、

週
四
〇
時
間
を
こ
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
通
常
の
五
割
増
し
と
な
る
。

　

そ
れ
以
外
の
労
働
者
は
、
管
理
職

(ex
ecu

tive)

、

運

営

職

(adm
inistrative)

、

専

門

職

(professional

）
に
加
え
て
、
Ｆ
Ｌ

Ｓ
Ａ
第
一
三
条
（
ａ
）（
一
七
）
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
職
な
ど
の
除

外
要
件
を
定
め
て
い
る
。

　

無
条
件
で
残
業
手
当
の
支
給
対
象

と
な
る
の
は
週
給
四
五
五
ド
ル
未
満

の
労
働
者
だ
が
、
そ
の
金
額
を
年
収

で
計
算
す
れ
ば
、
二
万
三
六
六
〇
ド

ル
に
す
ぎ
な
い
。

　

二
〇
一
四
年
六
月
、
ア
イ
オ
ワ
州

選
出
の
ト
ム
・
ハ
ー
キ
ン
上
院
議
員

（
民
主
）に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た「
ア

メ
リ
カ
の
労
働
者
の
た
め
の
残
業
手

当

再

建

法
（the R

estoring 
O

vertim
e P

ay for W
orking 

A
m

erican A
ct.

）」
は
、
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ

の
改
正
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
に
わ

た
っ
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
週
給
上
限
の
変
更
を
柱
と
し
て
い

る
。

　

そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
物
価
の

上
昇
に
合
わ
せ
た
引
き
上
げ
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
二
〇
〇
四
年
の
改
正
に

よ
り
残
業
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
労

働
者
の
所
得
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

あ
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
の
た
め
の

残
業
手
当
再
建
法
」
は
、
段
階
的
に

週
給
四
五
五
ド
ル
、
週
給
六
六
五
ド

ル
、
週
給
八
六
五
ド
ル
と
引
き
上
げ
、

三
年
間
で
週
給
一
〇
九
〇
ド
ル
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

最
終
的
な
年
収
は
五
万
六
五
八
〇
ド

ル
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

年
収
五
万
六
五
八
〇
ド
ル
が
残
業

手
当
支
給
対
象
上
限
と
な
れ
ば
、
六

五
％
が
残
業
手
当
支
給
対
象
だ
っ
た

一
九
七
五
年
の
水
準
に
近
づ
く
と
い

う
。

　

な
お
、
報
告
書
で
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
は
日

本
と
賃
金
の
支
払
い
方
が
ま
っ
た
く

違
う
仕
組
み
に
基
づ
い
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
留
意
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
一
人
の

職
務
範
囲
と
そ
の
職
務
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
時
間
を
厳
格
に
定
め

た
う
え
で
、
そ
の
職
務
に
対
し
て
賃

金
を
支
払
う
こ
と
が
原
則
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
仕
組
み
の
う
え
で
は
、

一
時
間
あ
た
り
の
職
務
を
具
体
的
に

設
定
す
る
こ
と
が
理
論
上
は
可
能
で

あ
る
。

　

一
方
で
、
日
本
の
賃
金
の
支
払
い

方
は
勤
続
年
数
と
能
力
に
応
じ
た
も

の
で
あ
り
、
職
務
の
内
容
や
必
要
な

時
間
が
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
ま
っ
た
く
異
な
る
背

景
を
持
つ
二
つ
の
国
の
間
で
、
残
業

手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
労
働
者
を

拡
大
す
る
か
、
縮
小
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
は
、
や
は
り
ま
っ
た
く
異
な

る
目
的
と
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
す
べ
て

の
労
働
者
に
つ
い
て
、
厳
格
に
職
務

の
内
容
と
そ
の
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
時
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
残
業
手
当
の
支
給
か
ら
除
外

す
る
こ
と
に
合
理
性
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
職

務
の
内
容
や
遂
行
に
必
要
な
時
間
が

厳
格
で
は
な
く
、
曖
昧
な
方
向
へ
と

進
み
つ
つ
あ
る
、
も
し
く
は
そ
う
し

た
働
か
せ
方
を
求
め
る
経
営
者
が
曖

昧
な
か
た
ち
へ
職
務
設
計
を
変
更
さ

せ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。

働
き
方
の
柔
軟
性
と
月
給
・

時
間
給
の
関
係

　

報
告
書
は
月
給
労
働
者
と
時
間
給

労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
総

合
的
社
会
調
査
（G

eneral S
ocial 

S
urvey Q

uality of W
orklife 

S
upplem

ent

）
の
結
果
を
用
い
て
、

年
収
階
層
別
に
働
き
方
の
柔
軟
性
に

つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
調
査
対
象

の
う
ち
、
年
収
二
万
二
五
〇
〇
ド
ル

未
満
の
労
働
者
は
全
体
の
二
九
・

六
％
で
、
年
収
四
万
ド
ル
ま
で
で
全

体
の
四
八
・
六
％
、
年
収
五
万
ド
ル

ま
で
に
な
る
と
全
体
の
五
六
・
三
％

だ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
年
収
は
、
月

給
労
働
者
、
時
間
給
労
働
者
、
そ
の

他
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

月
給
労
働
者
と
時
間
給
労
働
者
の

割
合
は
、
年
収
二
万
二
五
〇
〇
ド
ル

未
満
で
は
月
給
労
働
者
が
一
二
％
、

時
間
給
労
働
者
が
四
八
％
、
二
万
二

五
〇
〇
ド
ル
か
ら
三
万
九
九
九
九
ド

ル
で
は
月
給
労
働
者
が
二
二
％
、
時

間
給
労
働
者
が
二
九
％
、
四
万
ド
ル

か
ら
四
万
九
九
九
九
ド
ル
で
は
月
給

労
働
者
が
一
七
％
、
時
間
給
労
働
者

が
九
％
、
五
万
ド
ル
か
ら
五
万
九
九

九
九
ド
ル
で
は
月
給
労
働
者
が
一

二
％
、
時
間
給
労
働
者
が
六
％
、
六

万
ド
ル
以
上
で
は
月
給
労
働
者
が
三

七
％
、
時
間
給
労
働
者
が
九
％
だ
っ

た
。
低
い
年
収
階
層
に
時
間
給
労
働

者
が
固
ま
っ
て
い
る
格
好
だ
。
な
お
、

調
査
対
象
の
う
ち
、
月
給
労
働
者
は

三
八
％
、
時
間
給
労
働
者
が
五
一
％
、

海
外
労
働
事
情

ア
メ
リ
カ

働
き
方
の
柔
軟
性
と
月
給
・
時
間
給
の
関
係
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そ
の
他
が
一
一
％
だ
っ
た
（
図
表
）。

　

報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
対
象
に
つ

い
て
、「
始
業
時
間
と
終
業
時
間
の
変

更
」「
休
暇
の
取
得
」「
昼
間
シ
フ
ト
、

夜
間
シ
フ
ト
」「
残
業
と
仕
事
と
家
庭

の
両
立
」
と
い
う
項
目
で
分
析
を
し

て
い
る
。

　
「
始
業
時
間
と
終
業
時
間
の
変
更
」

に
つ
い
て
、「
ま
っ
た
く
・
め
っ
た
に

で
き
な
い
」「
時
々
」「
頻
繁
に
」
の
三

つ
の
尺
度
で
聞
い
て
い
る
。
年
収
が

高
く
な
る
に
つ
れ
て
変
更
し
や
す
く

な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
年
収
六
万
ド

ル
以
上
を
除
け
ば
年
収
が
低
い
か
ら

と
い
っ
て
極
端
に
変
更
し
に
く
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

月
給
労
働
者
の
場
合
、
年
収
二
万

二
五
〇
〇
ド
ル
未
満
は「
ま
っ
た
く
・

め
っ
た
に
で
き
な
い
」
が
四
九
％
、

「
時
々
」
が
一
八
％
、「
頻
繁
に
」
が

三
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
年
収
五

万
～
五
万
九
九
九
九
ド
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
四
二
％
、
一
四
％
、
四
五
％
だ
っ

た
。

　

一
方
で
、
時
間
給
労
働
者
の
場
合

は
年
収
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
も
変

更
し
や
す
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

年
収
二
万
二
五
〇
〇
ド
ル
未
満
は

「
ま
っ
た
く
・
め
っ
た
に
で
き
な
い
」

が
六
六
％
、「
時
々
」
が
一
七
％
、「
頻

繁
に
」
が
一
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

年
収
五
万
～
五
万
九
九
九
九
ド
ル
が

そ
れ
ぞ
れ
六
五
％
、一
八
％
、一
七
％

だ
っ
た
。

　
「
休
暇
の
取
得
」に
つ
い
て
は
、「
と

て
も
と
り
に
く
い
」「
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
い
」「
ま
っ
た
く
難
し
く
な
い
」

の
三
つ
の
尺
度
で
聞
い
て
い
る
。

　

月
給
労
働
者
の
場
合
、
年
収
二
万

二
五
〇
〇
ド
ル
未
満
は
、「
と
て
も
と

り
に
く
い
」
が
二
九
％
、「
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
な
い
」
が
三
一
％
、「
ま
っ
た

く
難
し
く
な
い
」
が
四
〇
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
年
収
五
万
～
五
万
九
九

九
九
ド
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五
％
、
三

八
％
、
四
八
％
だ
っ
た
。
年
収
階
層

が
高
く
な
る
と
休
暇
が
取
り
や
す
く

な
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
直
近
下
位

の
年
収
四
万
ド
ル
～
四
万
九
九
九
九

ド
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
％
、
三

六
％
、
四
八
％
で
あ
り
、
五
万
ド
ル

未
満
で
は
ど
の
階
層
で
も
同
じ
よ
う

な
傾
向
だ
っ
た
。

　

時
間
給
労
働
者
の
場
合
は
、
年
収

二
万
二
五
〇
〇
ド
ル
で
、「
と
て
も
と

り
に
く
い
」
が
二
八
％
、「
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
な
い
」
が
三
四
％
、「
ま
っ
た

く
難
し
く
な
い
」
が
三
八
％
、
年
収

五
万
～
五
万
九
九
九
九
ド
ル
が
そ
れ

ぞ
れ
三
三
％
、
三
六
％
、
三
一
％
で

あ
り
、
月
給
労
働
者
、
時
間
給
労
働

者
と
も
に
似
た
よ
う
な
結
果
と
な
っ

た
。

　
「
昼
間
シ
フ
ト
、
夜
間
シ
フ
ト
」

に
つ
い
て
は
、
一
か
ら
五
ま
で
の
尺

度
で
五
に
近
い
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
と
し
て
い
る
。
調
査
対
象
の
う

ち
、
七
七
％
が
昼
間
シ
フ
ト
、
六
％

が
夜
間
シ
フ
ト
、
一
六
％
が
不
規
則

な
シ
フ
ト
で
働
い
て
い
る
。
昼
間
シ

フ
ト
で
働
い
て
い
る
人
は
、「
家
庭
と

仕
事
の
両
立
」に
つ
い
て
二
・
二
、「
仕

事
上
の
ス
ト
レ
ス
」に
つ
い
て
は
三
・

一
、
夜
間
シ
フ
ト
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、

二
・
三
、
三
、
不
規
則
な
シ
フ
ト
で

は
二
・
五
、
三
・
一
だ
っ
た
。
つ
ま

り
、
ど
の
よ
う
な
シ
フ
ト
で
あ
れ
、

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

　

賃
金
の
支
払
い
方
別
に
み
れ
ば
、

「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
」
に
つ
い
て

は
、
月
給
労
働
者
が
昼
間
シ
フ
ト
で

二
・
四
、
夜
間
シ
フ
ト
が
二
・
四
、

不
規
則
シ
フ
ト
が
二
・
九
、
時
間
給

労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
二
・
〇
、
二
・
三
、

二
・
四
だ
っ
た
。
夜
間
シ
フ
ト
に
は

大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
が
、
昼
間

シ
フ
ト
で
は
月
給
労
働
者
の
方
が
よ

り
ス
ト
レ
ス
ト
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
「
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
」
に
つ
い

て
は
、
月
給
労
働
者
が
昼
間
シ
フ
ト

で
三
・
三
、
夜
間
シ
フ
ト
が
二
・
九
、

不
規
則
シ
フ
ト
が
三
・
三
、
時
間
給

労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
、
三
、
三
・

一
と
な
り
、
こ
こ
で
も
月
給
労
働
者

の
方
が
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
。

　
「
残
業
時
間
と
家
庭
と
仕
事
の
両

立
」
に
つ
い
て
は
、
月
給
労
働
者
が

「
残
業
な
し
」
で
二
・
〇
、「
強
制
で

な
い
残
業
」
で
二
・
五
、「
強
制
の
残

業
」
で
二
・
八
、
時
間
給
労
働
者
は

そ
れ
ぞ
れ
一
・
九
、
二
・
二
、
二
・

五
と
な
り
、
月
給
労
働
者
の
方
が
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
結

果
だ
っ
た
。

　
「
残
業
時
間
と
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
月
給
労
働
者
が
「
残

業
な
し
」
で
二
・
九
、「
強
制
で
な
い

残
業
」
で
三
・
四
、「
強
制
の
残
業
」

で
三
・
四
、
時
間
給
労
働
者
は
「
残

業
な
し
」
で
二
・
八
、「
強
制
で
な
い

残
業
」
で
三
・
一
、「
強
制
の
残
業
」

で
三
・
三
と
な
り
、
月
給
労
働
者
の

方
が
よ
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

柔
軟
性
と
ス
ト
レ
ス
の
相
関

　

報
告
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
月

給
労
働
者
の
「
始
業
時
間
と
終
業
時

間
の
変
更
」「
休
暇
の
取
得
」
に
つ
い

て
は
年
収
に
よ
る
大
き
な
差
異
は
な

い
と
い
う
こ
と
、
一
方
、
時
間
給
労

働
者
と
比
べ
れ
ば
、「
始
業
時
間
と
終

業
時
間
の
変
更
」「
休
暇
の
取
得
」
が

容
易
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、「
昼
間
シ
フ
ト
に
お
け

る
ス
ト
レ
ス
」「
残
業
時
間
と
仕
事
の

ス
ト
レ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
月
給
労

働
者
が
時
間
給
労
働
者
よ
り
も
強
い

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
月
給
労
働

者
は
時
間
給
労
働
者
に
比
べ
て
、「
始

業
時
間
と
終
業
時
間
の
変
更
」「
休
暇

の
取
得
」
に
お
い
て
、
自
由
度
が
高

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
と
仕
事

の
両
立
や
仕
事
に
つ
い
て
は
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

　

つ
ま
り
、
月
給
労
働
者
は
時
間
給

労
働
者
よ
り
も
、
家
族
と
仕
事
の
両

立
及
び
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
を
強
く

感
じ
る
一
方
で
、「
始
業
時
間
と
終
業

時
間
の
変
更
」「
休
暇
の
取
得
」
等
就

業
時
間
の
変
更
に
お
い
て
、
自
由
度

が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に

柔
軟
性
が
高
い
と
さ
れ
る
時
間
給
労

働
者
の
働
き
方
よ
り
も
月
給
労
働
者

の
方
が
働
く
側
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

【
参
考
資
料
】

G
olden, Lonnie, EPI B

R
IEFIN

G
 PA

PER
: 

Flexibility and O
vertim

e A
m

ong 
H

ourly and Salaried W
orkers, Sep.30  

2014.

（
山
崎
　
憲
）

図表　賃金の支払状況別、年収階層における労働者シェア

全体（n=2,398）
月給労働者 

（全体の38％）
時間給労働者 

（全体の51％）
その他 

（全体の11％）

$22,500未満 33% 12% 48% 41%

$22,500-$39,999 25% 22% 29% 14%

$40,000-$49,999 12% 17% 9% 8%

$50,000-$59,999 8% 12% 6% 7%

$60,000以上 22% 37% 9% 30%

合計 100% 100% 100% 100%

資料出所：総合的社会的調査2006年－2010年のデータに基づきGoloden Lonnie氏が作成
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雇
用
審
判
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化
以

降
、
雇
用
審
判
所
へ
の
申
し
立
て
件

数
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。
申
し

立
て
の
濫
用
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
に
掲
げ
て
政
府
が
導
入
し
た
も
の

だ
が
、
女
性
や
立
場
の
弱
い
労
働
者

な
ど
か
ら
の
適
正
な
申
し
立
て
が
、

高
額
な
料
金
設
定
に
よ
っ
て
排
除
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
労
組
や
支
援
団
体
に
留
ま
ら
ず

経
営
側
か
ら
も
懸
念
が
示
さ
れ
て
い

る
。年

間
の
申
し
立
て
件
数
は 

ほ
ぼ
半
減

　

雇
用
審
判
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化
は
、

労
使
紛
争
処
理
制
度
の
改
革
の
一
環

と
し
て
二
〇
一
三
年
七
月
に
導
入
さ

れ
た
も
の
だ
。
料
金
は
申
し
立
て
内

容
に
応
じ
て
二
種
類
に
区
分
さ
れ
、

未
払
い
賃
金
や
解
雇
予
告
手
当
、
整

理
解
雇
手
当
な
ど
の
請
求
に
関
す
る

も
の
（
レ
ベ
ル
Ａ
）
は
申
し
立
て
一

件
に
つ
き
一
六
〇
ポ
ン
ド
、
審
理
が

行
わ
れ
る
場
合
は
さ
ら
に
二
三
〇
ポ

ン
ド
、
ま
た
不
公
正
解
雇
や
差
別
、

均
等
賃
金
、
内
部
告
発
な
ど
に
関
す

る
申
し
立
て
（
レ
ベ
ル
Ｂ
）
は
そ
れ

ぞ
れ
二
五
〇
ポ
ン
ド
と
九
五
〇
ポ
ン

ド
と
な
っ
て
い
る
。
集
団
で
の
申
し

立
て
の
場
合
は
人
数
に
よ
る
増
額
が

あ
る
。
一
方
、
雇
用
控
訴
審
判
所
に

つ
い
て
は
、
控
訴
の
申
請
が
四
〇
〇

ポ
ン
ド
、
審
理
に
進
む
場
合
は
さ
ら

に
一
二
〇
〇
ポ
ン
ド
が
課
さ
れ
る
。

　

九
月
に
公
表
さ
れ
た
審
判
サ
ー
ビ

ス
へ
の
申
し
立
て
の
受
理
件
数
に
関

す
る
デ
ー
タ
（
図
表
）
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
三
年
度
の
雇
用
審
判
所
へ
の

申
し
立
て
件
数
は
一
〇
万
五
八
〇
三

件
で
、
前
年
度
か
ら
四
五
％
減
少
し

た
。
ま
た
直
近
の
四
半
期
デ
ー
タ
で

は
、
二
〇
一
四
年
四
‐
六
月
期
の
申

し
立
て
件
数
は
八
五
四
〇
件
で
、
前

年
同
期
の
四
万
四
三
三
四
件
か
ら
八

一
％
の
減
と
な
っ
た
。
内
容
別
に
は
、

「
労
働
時
間
指
令
」（
二
〇
一
三
年
四

-

六
月
の
二
万
一
三
一
三
件
か
ら
二

〇
一
四
年
四-

六
月
に
は
二
一
七
一

件
、九
〇
％
減
）、「
不
公
正
解
雇
」（
同

一
一
二
五
八
件
か
ら
二
九
一
九
件
、

七
四
％
減
）、「
賃
金
の
不
正
な
控

除
」（
事
業
譲
渡
に
伴
う
不
公
正
解
雇

を
含
む
：
九
七
九
七
件
か
ら
二
五
四

五
件
、七
四
％
減
）、「
均
等
賃
金
」（
八

九
九
一
件
か
ら
一
九
九
五
件
、
七

五
％
減
）、「
性
差
別
」（
六
三
一
〇
件

か
ら
五
九
一
件
、
九
一
％
減
）
な
ど

で
顕
著
に
件
数
が
減
少
し
て
い
る

（
１
）。

適
正
な
申
し
立
て
が 

排
除
さ
れ
て
い
る
可
能
性

　

政
府
は
サ
ー
ビ
ス
有
料
化
に
際
し

て
、
根
拠
の
弱
い
、
あ
る
い
は
訴
権

の
濫
用
に
あ
た
る
申
し
立
て
の
削
減

を
目
的
に
掲
げ
て
い
た（
２
）が
、
有

料
化
以
降
の
件
数
の
減
少
が
そ
う
し

た
効
果
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
だ
。

法
務
省
の
ヴ
ァ
ラ
担
当
相
は
、
労
使

間
の
紛
争
解
決
の
コ
ス
ト
を
納
税
者

が
負
担
す
べ
き
で
は
な
く
、
有
料
化

に
よ
り
紛
争
当
事
者
が
こ
れ
を
負
担

す
る
こ
と
は
公
正
で
あ
る
と
主
張
。

低
所
得
層
に
つ
い
て
は
、
料
金
免
除

の
制
度
が
利
用
可
能
で
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議

（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
は
、
有
料
化
に
よ
り
申

し
立
て
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で
、
労

働
者
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
虐

待
に
対
す
る
追
及
を
免
れ
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
し
て
、「
悪
質
な
雇
用

主
の
勝
利
」
だ
と
批
判
し
て
い
る

（
３
）。
ま
た
、
法
律
相
談
な
ど
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
非
営

利
団
体C

itizens A
dvice

は
、
市

民
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
関
連
の
相

談
内
容
を
分
析
、

本
来
は
雇
用
審

判
所
へ
の
申
し

立
て
が
妥
当
と

み
ら
れ
る
（
二

分
の
一
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の

確
率
で
勝
訴
す

る
可
能
性
が
あ

る
）
内
容
の
相

談
の
う
ち
、
実

際
に
申
し
立
て

を
行
う
と
し
て

い
る
相
談
者
は

三
割
に
と
ど
ま

る
と
の
結
果
を

報
告
し
て
い
る
。

全
体
の
半
数
以

上
が
、
料
金
・

費
用
を
理
由
に

申
し
立
て
を
断

念
し
て
い
る
と

い
う
。
雇
用
審

判
所
へ
の
申
し

立
て
に
関
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
技
能
省
の
調
査
で

も
、
申
し
立
て
を
断
念
し
た
者
の
四

六
％
が
、
も
し
料
金
が
な
け
れ
ば
申

し
立
て
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
、

と
回
答
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
種
の
違
和
感
は
経
営

側
か
ら
も
聞
か
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
産

業
連
盟
（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）
や
小
企
業
連
盟

（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
申
し
立
て
件
数
の

減
少
自
体
は
評
価
し
つ
つ
も
、
高
額

な
料
金
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
層
を
排

除
す
る
こ
と
に
は
懸
念
を
示
し
て
い

る
。

［
注
］

１　

一
件
の
申
し
立
て
に
は
、
複
数
の
内

容
が
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。

２　

賠
償
金
や
示
談
金
を
目
当
て
に
、
異

な
る
雇
用
主
に
雇
用
さ
れ
る
度
に
申
し

立
て
を
繰
り
返
す
と
い
っ
た
悪
質
な

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

３　

Ｔ
Ｕ
Ｃ
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
有
料
化

の
影
響
を
特
に
被
っ
て
い
る
の
は
女
性

や
障
が
い
者
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー

プ
な
ど
。
な
お
、
労
働
組
合
の
Ｕ
ｎ
ｉ

ｓ
ｏ
ｎ
は
、
有
料
化
に
よ
り
低
所
得
層

な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
行
政
審
査
を
請
求
し
て
い
る
。

昨
年
に
同
様
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
際

に
は
、
導
入
直
後
の
た
め
十
分
な
エ
ビ

デ
ン
ス
が
な
い
と
高
等
法
院
が
判
断
し

た
が
、
申
し
立
て
件
数
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
公
表
を
受
け
て
、
改
め
て
行
う
も

の
だ
。

【
参
考
資
料
】

G
ov.uk, O

ffice for N
ational Statistics, the 

G
uardian, H

R
 M

agazine

ほ

か　

各

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
国
際
研
究
部
）

イ
ギ
リ
ス

雇
用
審
判
所
へ
の
申
し
立
て
件
数
が
有

料
化
で
減
少
か

図表　雇用審判所への申し立て件数の推移
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資料出所：Ministry of Justice “Tribunal statistics quarterly: April to June 2014”
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中
国
最
高
人
民
法
院
（
最
高
裁
判

所
）
は
二
〇
一
四
年
六
月
一
八
日
、

「
労
災
保
険
行
政
案
件
の
審
理
に
係

る
若
干
の
問
題
に
関
す
る
規
定
」（
以

下
「
規
定
」
と
い
う
）
を
発
表
し
、

九
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
。
同
規
定

は
、
こ
れ
ま
で
不
明
確
と
な
っ
て
い

た
労
災
認
定
基
準
を
細
分
化
し
、
労

災
保
険
を
め
ぐ
る
紛
争
の
予
防
・
解

決
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

労
災
保
険
に
係
る
行
政
訴
訟

の
増
加

　

中
国
政
府
は
二
〇
〇
三
年
、
労
働

災
害
保
険
に
つ
い
て
規
定
し
た
「
労

災
保
険
条
例
」
を
制
定
し
、
二
〇
〇

四
年
一
月
か
ら
施
行
し
た
。
そ
の
後
、

「
労
災
保
険
条
例
」
を
改
正
し
、
二

〇
一
一
年
一
月
か
ら
施
行
し
た
。
新

し
い
条
例
は
労
災
保
険
の
加
入
者
範

囲
を
拡
大
し
た
た
め
、
加
入
者
数
が

一
層
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
労
災

保
険
に
係
る
行
政
訴
訟
の
件
数
も
増

加
し
て
い
る
。
行
政
訴
訟
の
審
理
に

お
い
て
は
、
労
働
災
害
状
況
が
多
様

化
し
た
こ
と
に
よ
る
新
た
な
問
題
が

生
じ
て
お
り
、
紛
争
解
決
は
困
難
さ

を
増
し
て
い
る
。

　

最
高
人
民
法
院
は
二
〇
〇
七
年
、

労
災
保
険
に
係
る
行
政
訴
訟
の
処
理

に
お
け
る
法
の
適
用
問
題
に
関
す
る

調
査
研
究
を
開
始
し
た
。今
回
の「
規

定
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
災
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
多
方
面
か
ら
集
め

た
意
見
を
考
慮
し
て
制
定
さ
れ
た
。

特
殊
な
雇
用
関
係
に
お
け
る

労
災
責
任
主
体
の
認
定

　
「
規
定
」
は
、
二
重
労
働
関
係
、

労
働
者
派
遣
、
出
向
、
再
委
託
、
名

義
使
用
関
係
な
ど
の
特
殊
な
雇
用
関

係
に
お
け
る
労
災
事
故
の
責
任
主
体

の
認
定
に
関
す
る
基
準
を
明
確
化
し

た
。「
規
定｣

第
三
条
は
、
社
会
保

険
行
政
部
門
が
以
下
に
例
示
す
る
企

業
を
労
災
事
故
の
責
任
主
体
で
あ
る

と
認
定
し
た
場
合
、
人
民
法
院
は
こ

れ
を
支
持
す
る
と
明
記
し
て
い
る
。

　

①
従
業
員
が
二
つ
あ
る
い
は
二
つ

以
上
の
企
業
と
雇
用
関
係
を
持
ち
、

労
災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、 
従
業

員
が
労
働
を
提
供
し
て
い
る
企
業
が
、

労
災
事
故
の
責
任
を
負
う
。

　

②
労
働
者
派
遣
企
業
が
派
遣
し
た

従
業
員
が
派
遣
先
企
業
に
お
け
る
業

務
期
間
中
に
労
災
事
故
で
死
傷
し
た

場
合
、
派
遣
元
企
業
が
労
災
事
故
の

責
任
を
負
う
。

　

③
企
業
が
自
社
の
従
業
員
を
他
の

企
業
に
出
向
さ
せ
、
そ
の
従
業
員
が

業
務
上
の
労
災
事
故
で
死
傷
し
た
場

合
、
従
業
員
を
出
向
さ
せ
た
企
業
が

労
災
事
故
の
責
任
を
負
う
。

　

④
従
業
員
を
雇
用
す
る
企
業
が
法

律
や
法
規
の
規
定
に
違
反
し
て
、
雇

用
主
体
と
し
て
の
資
格
を
持
た
な
い

組
織
あ
る
い
は
自
然
人
に
請
負
業
務

を
再
委
託
し
、当
該
組
織
あ
る
い
は
自

然
人
が
受
け
入
れ
て
雇
用
し
た
従
業

員
が
業
務
中
に
労
災
で
死
傷
し
た
場

合
、も
と
も
と
従
業
員
を
雇
用
し
て
い

た
企
業
が
労
災
事
故
の
責
任
を
負
う
。

　

⑤
個
人
が
他
の
企
業
の
名
義
を
借

用
し
て
経
営
を
行
い
、
雇
用
し
た
従

業
員
が
労
災
で
死
傷
し
た
場
合
、
名

義
を
借
用
さ
れ
た
企
業
が
労
災
事
故

の
責
任
を
負
う
。

業
務
上
の
事
由
、勤
務
時
間
、勤

務
場
所
の
認
定
基
準
の
細
分
化

　
「
規
定
」
は
、「
労
災
保
険
条
例
」

で
定
め
ら
れ
た
労
災
認
定
基
準
に
基

づ
き
、
業
務
上
の
事
由
、
勤
務
時
間
、

勤
務
場
所
の
認
定
に
関
す
る
規
定
を

さ
ら
に
細
分
化
し
、
基
本
的
に
合
理

的
な
範
囲
内
で
労
災
認
定
す
る
こ
と

と
し
た
。「
規
定
」
第
四
条
は
、
社

会
保
険
行
政
部
門
が
以
下
に
例
示
す

る
状
況
を
労
災
認
定
す
る
場
合
、
人

民
法
院
は
こ
れ
を
支
持
す
る
と
明
記

し
て
い
る
。

　

①
従
業
員
が
業
務
時
間
内
お
よ
び

業
務
場
所
内
で
負
傷
し
、
雇
用
さ
れ

て
い
る
企
業
ま
た
は
社
会
保
険
行
政

部
門
が
業
務
上
の
事
由
以
外
の
事
由

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
証
拠
が
な
い
場
合
。

　

②
従
業
員
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
企

業
が
組
織
し
た
活
動
に
参
加
し
、
あ

る
い
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
企
業
か
ら

指
示
さ
れ
て
参
加
し
た
他
の
企
業
が

組
織
し
た
活
動
で
負
傷
し
た
場
合
。

　

③
業
務
時
間
内
に
、
従
業
員
が
業

務
上
の
責
任
に
関
係
す
る
複
数
の
業

務
場
所
の
間
を
往
来
す
る
合
理
的
な

区
域
に
お
い
て
業
務
に
起
因
し
て
負

傷
し
た
場
合
。

　

④
そ
の
他
の
関
連
す
る
業
務
上
の

責
任
を
履
行
す
る
際
に
、
業
務
時
間

内
お
よ
び
合
理
的
な
区
域
で
負
傷
し

た
場
合
。

通
勤
途
中
災
害
の
認
定
は

「
合
理
的
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

　
「
労
災
保
険
条
例
」
で
は
、
通
勤

途
中
の
労
災
認
定
に
関
す
る
詳
し
い

基
準
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
従

来
は
直
接
往
復
の
み
が
通
勤
途
中
と

解
釈
さ
れ
て
き
た
。

　
「
規
定
」
第
六
条
は
、
通
勤
途
中

の
災
害
に
関
し
、
社
会
保
険
行
政
部

門
が
以
下
に
例
示
す
る
状
況
を
通
勤

途
中
と
し
て
労
災
認
定
す
る
場
合
、

人
民
法
院
は
こ
れ
を
支
持
す
る
と
明

記
し
て
い
る
。

　

①
合
理
的
な
時
間
内
に
、
職
場
と

住
所
地
（
戸
籍
の
登
録
地
）、
通
常

の
居
住
地
、
会
社
宿
舎
の
間
の
合
理

的
な
経
路
を
往
復
し
て
通
勤
し
て
い

る
途
中
。

　

②
合
理
的
な
時
間
内
に
、
職
場
と

配
偶
者
、
両
親
、
子
女
の
居
住
地
の

間
の
合
理
的
な
経
路
を
往
復
し
て
通

勤
し
て
い
る
途
中
。

　

③
日
常
勤
務
、
生
活
に
必
要
な
活

動
に
従
事
し
、
か
つ
合
理
的
な
時
間

内
に
合
理
的
な
経
路
で
通
勤
し
て
い

る
途
中
。

　

④
合
理
的
な
時
間
内
に
そ
の
他
合

理
的
な
経
路
で
通
勤
し
て
い
る
途
中
。

第
三
者
が
原
因
の
災
害
も 

労
災
認
定
が
可
能

　

第
三
者
が
原
因
で
労
災
事
故
に

遭
っ
た
場
合
、
第
三
者
か
ら
の
損
害

賠
償
と
労
災
保
険
の
補
償
金
の
両
方

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
が
民
事
訴
訟
で
争
点
と
な
っ
て
き

た
。「
規
定
」
第
八
条
は
、
民
事
訴

訟
の
判
断
を
整
理
し
、
三
つ
の
処
理

方
法
を
明
記
し
た
。

　

①
従
業
員
が
第
三
者
が
原
因
で
負

傷
し
、
社
会
保
険
行
政
部
門
が
従
業

員
や
そ
の
近
親
者
が
既
に
第
三
者
に

対
し
て
民
事
訴
訟
を
提
起
し
た
、
あ

る
い
は
民
事
賠
償
を
受
け
取
っ
た
こ

と
を
理
由
に
、
労
災
認
定
申
請
を
受

理
し
な
い
、
あ
る
い
は
労
災
認
定
を

行
わ
な
い
決
定
を
下
し
た
場
合
、
人

民
法
院
は
こ
れ
を
支
持
し
な
い
。

　

②
従
業
員
が
第
三
者
に
よ
っ
て
負

傷
し
、
社
会
保
険
行
政
部
門
が
既
に

労
災
の
認
定
を
下
し
、
従
業
員
あ
る

い
は
近
親
者
が
ま
だ
第
三
者
に
対
し

て
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
ま
だ
民
事
賠
償
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
状
態
で
、
社
会
保
険

取
扱
機
構
に
労
災
保
険
金
の
支
払
を

求
め
て
提
訴
し
た
場
合
、
人
民
法
院

は
こ
れ
を
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

③
従
業
員
が
第
三
者
が
原
因
で
負

傷
し
、
社
会
保
険
取
扱
機
構
が
従
業

員
や
近
親
者
が
既
に
第
三
者
に
対
し

て
民
事
訴
訟
を
提
起
し
た
こ
と
を
理

由
に
、
労
災
保
険
の
補
償
金
の
支
払

を
拒
絶
し
た
場
合
、
人
民
法
院
は
こ

れ
を
支
持
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
三

者
が
既
に
支
払
っ
た
医
療
費
用
は
除

く
。

（
国
際
研
究
部
）

中
　
国

最
高
人
民
法
院
が
「
労
災
保
険
行
政
案

件
の
審
理
に
係
る
若
干
の
問
題
に
関
す

る
規
定
」
を
発
表


